
休館日

月 曜 日 国民の祝日に関する法律に規定する休日及び
特別展・くらしのうつりかわり展
開催期間中等を除く

年末年始 12月29日～1月3日
※6月30日（火）、7月1日（水）は館内メンテナンスのため休館　
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いきものみつけた！
―作品の中のいきものたち―

シルバニアファミリー展

明石藩の世界Ⅷ
―生業とくらし―（仮）

発掘された明石の歴史展
～明石の港～

くらしのうつりかわり展
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生誕130周年記念 堂本印象展

（指定管理者：小学館集英社プロダクション・鹿島建物共同事業体）
〒673－0846　明石市上ノ丸2丁目13番1号
TEL：078－918－5400　FAX：078－918－5409
http://www.akashibunpaku.com/

9：30～ 18：30（入館は18：00まで）
開館時間

大人200円／大学・高校生150円／中学生以下無料
※特別展開催時は料金が異なりますので、詳しくはお問い合わせください　
※20名以上の団体で2割引、65歳以上の方、身体障害者手帳・療育手帳・精神障害
者保健福祉手帳提示の方（介護が必要な場合は介護者も）は半額
※シニアいきいきパスポートの提示で無料

観覧料

海鮮フレンチ　まるせいゆ（文化博物館敷地内）
定休日：月曜日（祝日の場合は火曜日に振替）
［TEL］078-917-9797※詳しくはお問い合わせください

レストラン

※駐車台数が限られるため、公共
交通機関、又は近隣の有料駐車場
（地図参照）をご利用ください　
※マイクロバス等でのご来館は、
事前にお問い合わせください

1台1時間につき100円
※ただし、1時間未満の端数は
1時間とします

駐車場
駐車台数：32台

アクセス

電　車
JR神戸線、山陽電鉄「明石」駅下車
県立明石公園のお堀東側を北上、徒歩5分

自動車
第二神明大蔵谷出口より南西へ10分
第二神明伊川谷出口（東行きのみ）より南へ10分

美術展・書道展・写真展などに利用できるギャラリー、講演会・研修
会などに利用できる大会議室の貸館を行っています。
※料金や使用手続きについては、ホームページをご覧いただくか、お問い合わせ
ください。

◯ ギャラリー
区　分 展示延長

ギャラリー
半室
全室

71ｍ
142ｍ

天井高

3.05ｍ

パネル高

2.6ｍ

床面積
178㎡
356㎡

※ギャラリーはA・Bの二分割使用ができます。

収容定員　約100名
◯ 大会議室

ギャラリー・大会議室利用

明石市立文化博物館



あんびるやすこさんは「なんでも魔女商会」、
「ルルとララ」、「魔法の庭ものがたり」、
「ムーンヒルズ魔法宝石店」などのミリオン
セラー作品を手がける児童文学作家・画家
です。小学生の女の子から絶大な人気を集
める物語は「魔法」、「ドレス」、「お菓子作り」、
「ハーブ」、「ジュエリー」といった華やか
でかわいいテーマで繰り広げられ、思いや
りや、がんばることの大切さが自然に語ら
れます。本展では、約100点の色鮮やかで
繊細な原画をはじめ、登場するキャラク
ターや、制作の過程がうかがえるスケッ
チ、作家愛用の道具などをご紹介します。
「あんびるワールド」の魅力に出会える展
覧会です。

春　季
特別展

企画展

当館には絵や本、生活の中で使う道具など、沢山のものが収蔵されています。
そんな収蔵品を整理していたら、いたるところから≪いきもの≫が
見つかりました。
そんないきものたちを、絵だけではなく、いろ
いろな作品から見つけて楽しむ展示を開催
します。身近ないきものから伝説上のいきも
のまで、どんないきものに出会えるかは来
てみてのお楽しみ。是非、お気に入りのいき
ものを展示室へ探しに来てください。

―作品の中のいきものたち―
いきものみつけた！

月曜休館

会期中無休

会期中無休

あんびるやすこ作品展

冬　季
特別展 生誕130周年記念 堂本印象展

堂本印象（どうもといんしょう、1891－1975）は、京都に生まれ、大正・
昭和期の美術界を牽引した日本画家です。画業前期は古典や仏教を
主題に、繊細な筆致の作品で見る人を魅了しました。戦後はヨー
ロッパ諸国をめぐり、近代西洋画からも影響を受けたモダンな風俗
画を発表し、世間を驚かせました。さらに、抽象的でありながらも
日本画の特色をいかした作品を大胆に展開していきました。こうした
画風の多様さには、広範な美術
の研究や、宗教・文化への造詣の
深さが背景にあります。
本展では、初期から晩年に至る
までの作品を通して、つねに
新たな表現を追い求め、今日へと
つながる芸術分野の可能性を
切り開いていった印象の画業を
ご紹介します。

《木華開耶媛》・1929年・京都府立堂本印象美術館蔵

明石の歴史と文化を「自然環境と人々のくらし」と題して、

「明石のあけぼの」「大昔の明石」「畿内への入り口・明石」

「明石の焼き物」「明石の農業」「明石の漁業」「明石城と城下町」

「のびゆく明石」の八つのテーマで紹介しています。

また、体験学習室では、昭和の生活や遊びを体験することが

できます。

© 2020 Yasuko Ambiru

色絵陶器 仁清犬張子形香合

会期中無休夏　季
特別展 シルバニアファミリー展

1985年、たったひとつのお家と11種類の家具、九つのファミリーから
スタートしたシルバニアファミリー。それから楽しいお家が増え、お店
もでき、いろいろなファミリーが加わり、世界
はどんどん広がっていきました。現在も国や
世代を超え、たくさんの人たちに愛され続け
ています。
本展は、シルバニアファミリー 35年間の軌跡
をたどるものです。
会場には、これまでに登場した1000種類以上
のアーカイブがあふれ、シルバニア村を再現
した大型ジオラマや、ドールハウス作家たちの
作品も特別展示します。
豊かな自然の中で、愛に満ちた家族の暮らしを
繰り広げるシルバニアファミリーの心温まる
素敵な世界をお楽しみください。 © EPOCH

企画展
くらしのうつりかわり展

ゆで卵器

今では大きく様変わりした昭和時代の
くらしの様子を、当時の道具や写真な
どで振り返ります。昔の道具や遊びの
体験もでき、知る世代にはなつかしい、
知らない世代はわくわくする、昭和
レトロが学べる展覧会です。

※本展覧会は小学校の社会科・総合学習の参考展として、毎年多くの学校
観覧でご来館いただいています。見学申込みは9月頃に開始予定です。
詳しくはお問い合わせください。

当館は明石駅から
ほど近く、明石海

峡を望む高台に位
置して

います。明石の歴史
と文化を「自然環境

と人々のくらし」と
題して

八つのテーマで紹介
する常設展示のほか

、特別展や企画展な
どの

展覧会を開催してい
ます。また、ボランテ

ィアによる十二単・
鎧の

着付体験やさをり織
体験、エコバック作

り等のワークショッ
プも

行っています。

魚住泊跡木材

市内及び周辺の遺跡からの出土品を、時代や
テーマを変えて毎年実施しているシリーズ
ものです。今年は、「明石の港津」をテーマに、
古代の港である魚住泊跡から出土した遺物
をはじめ、二見、林、明石などそれぞれの港
や津周辺の遺跡からの出土品や文化遺産
を取り上げ、古代から明石の港を中心に展開
してきた歴史と文化を紹介します。

月曜休館、但し
11月23日は開館

企画展

～明石の港津～
発掘された明石の歴史展

江戸時代の明石藩には数多くの村々が存在し、米を
始めとした農業生産やさまざまな生業が広がって
いました。本展では、古文書やその他の歴史資料を
紹介し、明石藩がおかれた東播磨の村々の歴史、生業や
くらしぶりを探ります。「和紙の上に墨で書かれた文字」
という平板な古文書ではありますが、そこに書かれた
文字をひもとくことで、豊かな歴史像が見えてきます。
古文書やその他の歴史資料が織りなす歴史絵巻を、
どうぞお楽しみください。

明石御領分中酒造株
（当館所蔵明石郡西戸田村文書）

月曜休館、但し
9月21日は開館

企画展

―生業とくらし―（仮）
明石藩の世界Ⅷ

12月29日（火）～
1月3日（日）は休館

常 設  展 ・ 体  験  学  習  室


